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■ 山田町の復興に関するアンケート調査結果報告 
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Ⅰ アンケート実施概要 

 

■ アンケート実施概要 

目的 山田町復興に関する住民意向の把握 

実施期間 平成 23 年 5 月 27 日（金）～ 平成 23 年 6 月 10 日（金） 

配布対象 山田町の全世帯（世帯主に回答を依頼） 

配布・回収方法 配布：広報に添付、避難所で配布 

回収：町内外避難所、本庁・各支所の回収 BOX へ投函、行政区長への提出 

配布・回収状況 世帯数：6,888 世帯（Ｈ23.6.1 時点） 

回収数：3,161 票 

回収率：45.9％ 

 

資料３ 
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■ アンケート調査票（表） 
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■ アンケート調査票（裏） 
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Ⅱ アンケート調査 単純集計結果 

１．あなた自身のことについてお聞きします 

(１)あなたの性別は 

・男性が 1,713 人（54.2％）、女性が 1,268 人（40.2％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)あなたの年齢は 

・「60 歳代」945 人（29.9％）が最も多く、次いで「70 歳以上」925 人（29.3％）、３番目は「50 歳代」

614 人（19.4％）の順である。 

・「60 歳代」「70 歳以上」を回答した人の合計は約６割である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数 割合

男 1,713 54.2%

女 1,268 40.2%

無回答 177 5.6%

有効回答合計 3,158 100.0%

無効回答 3 -

合計 3,161 -

無回答
5.6%

女
40.2%

男
54.2%

n=3,158

項目 回答数 割合

10歳代 4 0.1%

20歳代 56 1.8%

30歳代 190 6.0%

40歳代 389 12.3%

50歳代 614 19.4%

60歳代 945 29.9%

70歳以上 925 29.3%

無回答 36 1.1%

有効回答合計 3,159 100.0%

無効回答 2 -

合計 3,161 -

10歳代
0.1%

20歳代
1.8%

30歳代
6.0%

40歳代
12.3%

50歳代
19.4%60歳代

29.9%

70歳以上
29.3%

無回答
1.1%

n=3,159
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(３)あなたの３月１０日時点のご職業は 

・「無職」971 人（30.9％）が最も多く、次いで「漁業」385 人（12.3％）、「商工業・サービス業」384

人（12.2％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数 割合

農林業 117 3.7%

漁業 385 12.3%

水産加工業 111 3.5%

商工業・サービス業 384 12.2%

団体職員 86 2.7%

公務員 88 2.8%

アルバイト・パート 248 7.9%

家事専業 301 9.6%

無職 971 30.9%

その他 341 10.9%

無回答 110 3.5%

有効回答合計 3,142 100.0%

無効回答 19 -

合計 3,161 -

農林業
3.7%

漁業
12.3%

水産加工業
3.5%

商工業・
サービス業
12.2%

団体職員
2.7%

公務員
2.8%

アルバイト・
パート
7.9%

家事専業
9.6%

無職
30.9%

その他
10.9%

無回答
3.5%

n=3,142
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２．被災前のお住まいについてお聞きします 

(１)お住まいの地区は 

・山田地区 1,027 人（32.5％）が最も多く、地区別の回答者構成は地区別人口の構成比とほぼ同じで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数 割合

山田 1,027 32.5%

船越 881 27.9%

織笠 464 14.7%

大沢 284 9.0%

豊間根 424 13.4%

無回答 77 2.4%

有効回答合計 3,157 100.0%

無効回答 4 -

合計 3,161 -

無回答
2.4%

豊間根
13.4%

大沢
9.0%

織笠
14.7% 船越

27.9%

山田
32.5%

n=3,157

回答数

境田 134

川向 63

八幡 97

中央 78

後楽 60

北浜 110

柳沢 68

関口 43

長崎 202

大畑 72

長畑 36

飯岡 18

さくら山 1

関谷 13

沢田 2

記入なし 30

合計 1,027

山
田

地区名

134

63

97

78

60

110

68

43

202

72

36

18

1

13

2

30

0 50 100 150 200 250

境田

川向

八幡

中央

後楽

北浜

柳沢

関口

長崎

大畑

長畑

飯岡

さくら山

関谷

沢田

記入なし

（単位：人）

回答数

船越 184

山の内 115

前須賀 46

浦の浜 20

長林 73

田の浜 235

大浦 173

漉磯 0

小谷鳥 13

記入なし 22

合計 881

船
越

地区名
184

115

46

20

73

235

173

0

13

22

0 50 100 150 200 250

船越

山の内

前須賀

浦の浜

長林

田の浜

大浦

漉磯

小谷鳥

記入なし

（単位：人）

回答数

細浦 87

跡浜 63

森 51

上 96

轟木 60

田子の木 74

白石 2

外山 2

根井沢 2

記入なし 27

合計 464

織
笠

地区名
87

63

51

96

60

74

2

2

2

27

0 50 100 150 200 250

細浦

跡浜

森

上

轟木

田子の木

白石

外山

根井沢

記入なし

（単位：人）

回答数

袴田 16

川向 33

新開地 15

山谷 23

上中下条 150

浜川目 32

記入なし 15

合計 284

項目

大
沢

16

33

15

23

150

32

15

0 50 100 150 200 250

袴田

川向

新開地

山谷

上中下条

浜川目

記入なし

（単位：人）
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(２)お住まいの種類は 

・「持家」2,103 人（77.1％）が大部分を占めており、次いで「借家（一戸建て）」188 人（6.9％）、「持

家（店舗工場等併用）」146 人（5.4％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数 割合

持家 2,103 77.1%

持家（店舗工場等併用） 146 5.4%

借家（一戸建て） 188 6.9%

共同住宅（ｱﾊﾟｰﾄ、賃貸ﾏﾝｼｮﾝ） 70 2.6%

町営住宅 63 2.3%

その他 30 1.1%

無回答 127 4.7%

有効回答合計 2,727 100.0%

2(1)豊間根を回答 424 -

無効回答 10 -

合計 3,161 -

持家
77.1%持家（店舗工

場等併用）
5.4%

借家（一戸建
て）
6.9%

共同住宅（ｱ
ﾊﾟｰﾄ、賃貸ﾏ
ﾝｼｮﾝ）
2.6%

町営住宅
2.3%

その他
1.1%

無回答
4.7%

n=2,727
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３．お住まいの被害状況などについてお聞きします 

(１)お住まいの被害状況 

・「被害なし」1,171 人（43.5％）が最も多く、次いで「全壊（流失）」883 人（32.8％）の順である。

・住まいが全壊もしくは半壊している「全壊（流失）」「全壊（焼失）」「半壊」は合計 1,175 人で全体

の約４割を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)現在のお住まい 

・「自宅」1,472 人（54.0％）が最も多く、次いで「避難所」583 人（21.4％）、３番目は「親戚・知

人等宅」341 人（12.5％）の順である。 

 

 

項目 回答数 割合

全壊（流失） 883 32.8%

全壊（焼失） 144 5.3%

半壊 148 5.5%

床上浸水 39 1.4%

床下浸水 42 1.6%

その他 184 6.8%

被害なし 1,171 43.5%

無回答 84 3.1%

有効回答合計 2,695 100.0%

2(1)で豊間根を回答 424

無効回答 42 -

合計 3,161 -

全壊（流
失）
32.8%

全壊（焼
失）
5.3%

半壊
5.5%床上浸水

1.4%

床下浸水
1.6%

その他
6.8%

被害なし
43.5%

無回答
3.1%

n=2,695

項目 回答数 割合

避難所 583 21.4%

仮設住宅 11 0.4%

自宅 1,472 54.0%

親戚・知人等宅 341 12.5%

その他 191 7.0%

無回答 130 4.8%

有効回答合計 2,728 100.0%

2(1)で豊間根を回答 424 -

無効回答 9 -

合計 3,161 -

避難所
21.4%

仮設住宅
0.4%

自宅
54.0%

親戚・知人
等宅
12.5%

その他
7.0%

無回答
4.8%

n=2,728
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４．今後のお住まいとまちづくりについてお聞きします 

(１)今後はどこに住みたいですか 

・「これまでと同じ地区で、高台などに住みたい」1,267 人（46.7％）が最も多く、次いで「津波の危

険性があっても、被災前の場所（自宅）に住みたい」423 人（15.6％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数 割合

津波の危険性があっても、被災前の場所（自宅）に住みたい 423 15.6%

これまでと同じ地区で、高台などに住みたい 1,267 46.7%

町内の他の地区で、高台などに住みたい 312 11.5%

その他 334 12.3%

無回答 377 13.9%

有効回答合計 2,713 100.0%

2(1)で豊間根を回答 424 -

無効回答 24 -

合計 3,161 -

津波の危険性
があっても、被
災前の場所（自
宅）に住みたい
15.6%

これまでと同じ
地区で、高台な
どに住みたい
46.7%

町内の他の地
区で、高台など
に住みたい
11.5%

その他
12.3%

無回答
13.9%

n=2,713
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(２)どのような種類の住宅に住みたいですか 

・「持家（新築する）」815 人（30.3％）が最も多く、次いで「持家（修繕する）」568 人（21.1％）の

順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数 割合

持家（修繕する） 568 21.1%

持家（新築する） 815 30.3%

持家（店舗工場等併用）（修繕する） 27 1.0%

持家（店舗工場等併用）（新築する） 54 2.0%

借家（一戸建て） 132 4.9%

共同住宅（ｱﾊﾟｰﾄ、賃貸ﾏﾝｼｮﾝ） 48 1.8%

共同住宅（分譲ﾏﾝｼｮﾝ等） 6 0.2%

町営住宅 101 3.8%

災害公営住宅（県営） 39 1.4%

その他 232 8.6%

無回答 670 24.9%

有効回答合計 2,692 100.0%

2(1)で豊間根を回答 424

無効回答 45 -

合計 3,161 -

持家（修繕
する）
21.1%

持家（新築
する）
30.3%

持家（店舗
工場等併
用）（修繕す
る）
1.0%

持家（店舗
工場等併
用）（新築す
る）
2.0%

借家（一戸
建て）
4.9%

共同住宅（ｱ
ﾊﾟｰﾄ、賃貸
ﾏﾝｼｮﾝ）
1.8%

共同住宅
（分譲ﾏﾝｼｮ
ﾝ等）
0.2%

町営住宅
3.8%

災害公営住
宅（県営）
1.4%

その他
8.6%

無回答
24.9%

n=2,692
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(３)被災時にあなたはどこにいましたか 

・山田地区 1,018 人（32.3％）が最も多く、次いで船越地区 741 人（23.5％）、３番目は豊間根地区

366 人（11.6％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割合

山田 1,018 32.3%

船越 741 23.5%

織笠 330 10.5%

大沢 261 8.3%

豊間根 366 11.6%

町外 215 6.8%

無回答 222 7.0%

有効回答合計 3,153 100.0%

無効回答 8 -

合計 3,161 -

地区名
無回答
7.0%

山田
32.3%

船越
23.5%

織笠
10.5%

大沢
8.3%

豊間根
11.6%

町外
6.8%

n=3,153

回答数

境田 132

川向 104

八幡 116

中央 108

後楽 51

北浜 99

柳沢 74

関口 31

長崎 173

大畑 41

長畑 27

飯岡 11

さくら山 1

関谷 8

沢田 1

記入なし 41

合計 1,018

地区名

山
田

132

104

116

108

51

99

74

31

173

41

27

11

1

8

1

41

0 50 100 150 200 250

境田

川向

八幡

中央

後楽

北浜

柳沢

関口

長崎

大畑

長畑

飯岡

さくら山

関谷

沢田

記入なし

（単位：人）

回答数

細浦 71

跡浜 66

森 35

上 64

轟木 37

田子の木 29

白石 1

外山 1

根井沢 1

記入なし 25

合計 330

地区名

織
笠

71

66

35

64

37

29

1

1

1

25

0 50 100 150 200 250

細浦

跡浜

森

上

轟木

田子の木

白石

外山

根井沢

記入なし

（単位：人）

回答数

船越 160

山の内 89

前須賀 41

浦の浜 41

長林 53

田の浜 181

大浦 142

漉磯 1

小谷鳥 10

記入なし 23

合計 741

地区名

船
越

160

89

41

41

53

181

142

1

10

23

0 50 100 150 200 250

船越

山の内

前須賀

浦の浜

長林

田の浜

大浦

漉磯

小谷鳥

記入なし

（単位：人）

回答数

袴田 19

川向 35

新開地 15

山谷 21

上中下条 121

浜川目 24

記入なし 26

合計 261

地区名

大
沢

19

35

15

21

121

24

26

0 50 100 150 200 250

袴田

川向

新開地

山谷

上中下条

浜川目

記入なし

（単位：人）
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(４)被災時にあなたはどのように避難しましたか 

・「地震後すぐに避難した」953 人（37.7％）が最も多く、次いで「津波警報を聞いて避難した」416

人（16.5％）、３番目は「津波を見て避難した」363 人（14.4％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数 割合

地震後すぐに避難した 953 37.7%

津波警報を聞いて避難した 416 16.5%

津波を見て避難した 363 14.4%

家族や知人に勧められて避難した 98 3.9%

避難の必要性は認識していたが、避難しなかった 115 4.6%

避難しようとは思わなかった 128 5.1%

その他 268 10.6%

無回答 186 7.4%

有効回答合計 2,527 100.0%

4(3)で豊間根を回答 366 -

4(3)で町外を回答 215

無効回答 53 -

合計 3,161 -

地震後すぐ
に避難した
37.7%

津波警報を
聞いて避難
した
16.5%

津波を見て
避難した
14.4%

家族や知人
に勧められ
て避難した
3.9%

避難の必要
性は認識し
ていたが、
避難しな
かった
4.6%

避難しようと
は思わな
かった
5.1%

その他
10.6%

無回答
7.4%

n=2,527
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(５)「津波から命を守るまちづくり」を行うために、重要だと思うことは何ですか 

（３つまで選択可能）

・「高台などにまち（住宅地）を造る」63.5％が最も多く、次いで「迅速に避難できる避難路を整備

する」39.7％、３番目は「町民１人ひとりの防災意識を高める」38.2％の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数A A/B

高台などにまち（住宅地）を造る 1,891 63.5%

高台などに道路や鉄道を整備する 1,118 37.5%

迅速に避難できる避難路を整備する 1,182 39.7%

堤防をもっと強くする 660 22.1%

津波避難ビルなど津波に強い建物を整備する 317 10.6%

安全な避難所となる施設を確保する 986 33.1%

防災無線など連絡体制を強化する 706 23.7%

町民１人ひとりの防災意識を高める 1,138 38.2%

その他 31 1.0%

有効回答者数B 2,980

無回答者数　 128

無効回答者数　 53

合計 3,161

回答数/有効回答者数

63.5%

37.5%

39.7%

22.1%

10.6%

33.1%

23.7%

38.2%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高台などにまち（住宅地）を造る

高台などに道路や鉄道を整備する

迅速に避難できる避難路を整備する

堤防をもっと強くする

津波避難ビルなど津波に強い建物を整備する

安全な避難所となる施設を確保する

防災無線など連絡体制を強化する

町民１人ひとりの防災意識を高める

その他
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(６)今後の災害に備えてあなた自身を守るために何をすべきだと思いますか 

（３つまで選択可能）

・「日常から家族で避難場所や避難ルートを確認する」76.9％が最も多く、次いで「地震や津波に関

する昔からの言い伝えや知識を学習して後世に伝える」52.9％、３番目は「非常時持出袋等を準備

する」39.0％の順である。 

 

 

 

 

 

項目 回答数A A/B

日常から家族で避難場所や
避難ルートを確認する

2,285 76.9%

非常時持出袋等を準備する 1,158 39.0%

近所で助け合うコミュニティを強化する 1,113 37.5%

家を新築する時に高台へ移転する 969 32.6%

家の修繕・新築時に耐火や耐震化の建物にする 412 13.9%

地震や津波に関する昔からの言い伝えや
知識を学習して後世に伝える

1,572 52.9%

その他 63 2.1%

有効回答者数B 2,971

無回答者数　 168

無効回答者数　 22

合計 3,161

回答数/有効回答者数

76.9%

39.0%

37.5%

32.6%

13.9%

52.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常から家族で避難場所や

避難ルートを確認する

非常時持出袋等を準備する

近所で助け合うコミュニティを強化する

家を新築する時に高台へ移転する

家の修繕・新築時に耐火や耐震化の建物にする

地震や津波に関する昔からの言い伝えや

知識を学習して後世に伝える

その他



15 

 

(７)山田町の復興のためにあなたは何をすることができますか 

（３つまで選択可能）

・「町内で働き、地域の産業復興を促進する」48.2％が最も多く、次いで「産業復興の活動を支援す

る（地産地消など）」46.3％、３番目は「復興のためのまちづくり計画へ積極的に参加する」44.3％

の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数A A/B

復興のためのまちづくり計画へ積極的に参加する 1,208 44.3%

まちづくり計画を実施するための事業へ協力する 1,103 40.5%

復興のためのボランティア活動へ参加する 576 21.1%

町内で働き、地域の産業復興を促進する 1,313 48.2%

産業復興のための活動を支援する（地産地消など） 1,261 46.3%

その他 166 6.1%

有効回答者数B 2,726

無回答者数　 429

無効回答者数　 6

合計 3,161

回答数/有効回答者数

44.3%

40.5%

21.1%

48.2%

46.3%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

復興のためのまちづくり計画へ積極的に参加する

まちづくり計画を実施するための事業へ協力する

復興のためのボランティア活動へ参加する

町内で働き、地域の産業復興を促進する

産業復興のための活動を支援する（地産地消など）

その他



16 

５．お困りなこと、今後のまちづくりに関する意見や要望など、ご自由にお書きください 

(１)自由意見の傾向 

・自由意見の内容をみると、「町への要望」が 64.4％で最も多く、次いで「今後のまちづくりに関す

る意見」18.9％、「現在、困っていること」16.7％となっている。 

・「今後のまちづくりに関する意見」の中では、「高台居住」に関する意見が 26.2％で最も多く、次い

で「広幅員の避難路」に関する意見が 22.8％となっている。 

 

【現在、困っていることの主な意見】 

・お金がないので生活に困る 

・仕事がないので生活に困る 

・ガレキ等の衛生面が気になる 

・街灯がなく暗いので防犯面が気になる 

・防災無線が聞きにくい など 

 

【町への要望の主な意見】 

・一日も早く復興して欲しい 

・復興計画に関する情報を提供して欲しい 

・避難所以外にいる人のことも気に掛けて欲

しい 

・仮設住宅に早く入りたい 

・店舗の早期復旧 など 

 

【今後のまちづくりに関する意見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 構成比

1 現在、困っていること 140 16.7%

2 町への要望 540 64.4%

3 今後のまちづくりに関する意見 158 18.9%

838 100.0%

項目

計

町への要
望, 64.4%

今後のまち
づくりに関
する意見,
18.9%

現在、困っ
ていること,
16.7%

n=838

回答数 構成比

1 高台居住 42 26.6%

2 広幅員の避難路 36 22.8%

3 公共施設を高台へ集積 23 14.6%

4 高台道路 21 13.3%

5 浸水した土地の対策 11 7.0%

5 国道45号の嵩上げ 10 6.3%

7 堤防の強化 8 5.1%

8 公営住宅の整備 4 2.5%

8 車以外の交通手段の確保 3 1.9%

158 100.0%

項目

計

26.6%

22.8%

14.6%

13.3%

7.0%

6.3%

5.1%

2.5%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高台居住

広幅員の避難路

公共施設を高台へ集積

高台道路

浸水した土地の対策

国道45号の嵩上げ

堤防の強化

公営住宅の整備

車以外の交通手段の確保
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Ⅲ アンケート調査 クロス集計結果 

１．地区別集計 

・大沢地区は、「全壊（流出）」の割合が他地区と比較して高く、回答数の約半数を占めている。 

・山田地区は、市街地で大規模な火災が発生したことから、「全壊（焼失）」の占める割合が他地区よ

りも高い。 

・船越地区と織笠地区は、地区内ですでに高台移転している地域があることから、「被害なし」が回

答数の半数を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区×被害状況

全壊（流失） 全壊（焼失） 半壊 床上浸水 床下浸水 その他 被害なし 無回答 有効回答計 無効回答 合計

山田 368 117 68 16 14 54 348 8 993 34 1,027

船越 208 17 35 10 14 91 486 15 876 5 881

織笠 156 5 18 7 5 22 234 17 464 0 464

大沢 145 2 26 6 8 17 76 3 283 1 284

計 877 141 147 39 41 184 1,144 43 2,616 40 2,656

全壊（流失） 全壊（焼失） 半壊 床上浸水 床下浸水 その他 被害なし 無回答 有効回答計

山田 37.1% 11.8% 6.8% 1.6% 1.4% 5.4% 35.0% 0.8% 100.0%

船越 23.7% 1.9% 4.0% 1.1% 1.6% 10.4% 55.5% 1.7% 100.0%

織笠 33.6% 1.1% 3.9% 1.5% 1.1% 4.7% 50.4% 3.7% 100.0%

大沢 51.2% 0.7% 9.2% 2.1% 2.8% 6.0% 26.9% 1.1% 100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全壊（流失）

全壊（焼失）

半壊

床上浸水

床下浸水

その他

被害なし

無回答

山田

船越

織笠

大沢
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・織笠地区では、「被災前の場所」に再び住むと回答した人の割合が他地区と比較して低い。 

・山田地区は、他地区と比較して「同じ地区の高台」と回答した人の割合が低く、「町内他地区の高

台」と回答した割合が高い。 

・船越地区と織笠地区は、「同じ地区の高台」と回答した人の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区×今後の住まい

被災前の場所 同じ地区の高台 町内の高台 その他 無回答 有効回答計 無効回答 合計

山田 169 434 169 155 90 1,017 10 1,027

船越 148 439 72 85 132 876 5 881

織笠 48 225 35 62 89 459 5 464

大沢 48 152 28 25 28 281 3 284

計 413 1,250 304 327 339 2,633 23 2,656

被災前の場所 同じ地区の高台 町内他地区の高台 その他 無回答 有効回答計

山田 16.6% 42.7% 16.6% 15.2% 8.8% 100.0%

船越 16.9% 50.1% 8.2% 9.7% 15.1% 100.0%

織笠 10.5% 49.0% 7.6% 13.5% 19.4% 100.0%

大沢 17.1% 54.1% 10.0% 8.9% 10.0% 100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

被災前の場所

同じ地区の高台

町内他地区の高台

その他

無回答

山田

船越

織笠

大沢
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・大沢地区では、他地区と比較して「持家（新築）」と回答した人の割合が高い。 

・回答数は少ないが、山田地区と織笠地区で町営住宅等の共同住宅への入居を希望する意見がみられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区×住宅の種類

持家（修繕） 持家（新築） 併用住宅（修繕） 併用住宅（新築） 借家 共同住宅 分譲マンション 町営住宅 災害公営住宅 その他 無回答 有効回答計 無効回答 合計

山田 199 329 12 32 71 32 4 42 17 96 170 1,004 23 1,027

船越 222 237 8 13 25 7 1 14 14 65 262 868 13 881

織笠 83 121 2 5 21 4 0 34 5 49 136 460 4 464

大沢 59 116 4 3 13 5 1 6 3 17 53 280 4 284

計 563 803 26 53 130 48 6 96 39 227 621 2,612 44 2,656

持家（修繕） 持家（新築） 併用住宅（修繕） 併用住宅（新築） 借家 共同住宅 分譲マンション 町営住宅 災害公営住宅 その他 無回答 有効回答計

山田 19.8% 32.8% 1.2% 3.2% 7.1% 3.2% 0.4% 4.2% 1.7% 9.6% 16.9% 100.0%

船越 25.6% 27.3% 0.9% 1.5% 2.9% 0.8% 0.1% 1.6% 1.6% 7.5% 30.2% 100.0%

織笠 18.0% 26.3% 0.4% 1.1% 4.6% 0.9% 0.0% 7.4% 1.1% 10.7% 29.6% 100.0%

大沢 21.1% 41.4% 1.4% 1.1% 4.6% 1.8% 0.4% 2.1% 1.1% 6.1% 18.9% 100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持家（修繕）

持家（新築）

併用住宅（修繕）

併用住宅（新築）

借家

共同住宅

分譲マンション

町営住宅

災害公営住宅

その他

無回答

山田

船越

織笠

大沢
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・まちづくりに関する意向をみると、地区による大きな違いはみられない。 

・大沢地区では、すでに高台に道路があることから「高台に道路」を整備するという意向が他地区と

比較すると低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区×まちづくり

高台に宅地 高台に道路 避難路整備 堤防強化 津波避難ビル 安全な避難所 連絡体制 防災意識 その他 無回答 回答者数

山田 608 346 415 245 138 330 254 378 12 25 1,027

船越 560 334 332 196 61 317 174 307 12 30 881

織笠 295 183 159 84 39 131 111 157 3 26 464

大沢 177 73 117 65 31 97 76 96 2 8 284

計 1,640 936 1,023 590 269 875 615 938 29 89 2,656

高台に宅地 高台に道路 避難路整備 堤防強化 津波避難ビル 安全な避難所 連絡体制 防災意識 その他 無回答 回答者数

山田 59.2% 33.7% 40.4% 23.9% 13.4% 32.1% 24.7% 36.8% 1.2% 2.4% 100.0%

船越 63.6% 37.9% 37.7% 22.2% 6.9% 36.0% 19.8% 34.8% 1.4% 3.4% 100.0%

織笠 63.6% 39.4% 34.3% 18.1% 8.4% 28.2% 23.9% 33.8% 0.6% 5.6% 100.0%

大沢 62.3% 25.7% 41.2% 22.9% 10.9% 34.2% 26.8% 33.8% 0.7% 2.8% 100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高台に宅地

高台に道路

避難路整備

堤防強化

津波避難ビル

安全な避難所

連絡体制

防災意識

その他

無回答

山田

船越

織笠

大沢
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２．被災状況別集計 

・被害状況別に今後の住まい場所の傾向をみると、「床上・床下浸水」と回答した人は「被災前の場

所」に住むと回答した割合が高い。 

・「全壊･半壊」と回答した人は、「同じ地区の高台」への移動を希望する人が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区×今後の住まい

被災前の場所 同じ地区の高台 町内の高台 その他 無回答 有効回答計 無効回答 合計

全壊・半壊 202 615 233 76 33 1,159 16 1,175

床上・床下浸水 68 104 17 44 33 266 3 269

被害なし 136 523 57 217 304 1,237 2 1,239

無回答 10 37 7 11 361 426 6 432

計 416 1,279 314 348 731 3,088 27 3,115

被災前の場所 同じ地区の高台 町内他地区の高台 その他 無回答 有効回答計

全壊・半壊 17.4% 53.1% 20.1% 6.6% 2.8% 100.0%

床上・床下浸水 25.6% 39.1% 6.4% 16.5% 12.4% 100.0%

被害なし 11.0% 42.3% 4.6% 17.5% 24.6% 100.0%

無回答 2.3% 8.7% 1.6% 2.6% 84.7% 100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

被災前の場所

同じ地区の高台

町内他地区の高台

その他

無回答

全壊・半壊

床上・床下浸水

被害なし

無回答
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・「全壊･半壊」と回答した人は、「高台に宅地」を整備することや「堤防を強化」するなどハード整

備を期対する意向が高い。 

・逆に「被害なし」と回答した人は、「防災意識」を徹底するなどのソフト対策を期対する意向が高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区×まちづくり

高台に宅地 高台に道路 避難路整備 堤防強化 津波避難ビル 安全な避難所 連絡体制 防災意識 その他 無回答 回答者数

全壊・半壊 820 397 474 295 124 383 269 365 9 18 1,175

床上・床下浸水 157 102 110 55 30 103 68 97 7 3 269

被害なし 682 453 442 242 114 395 287 504 12 66 1,239

無回答 240 174 153 66 53 106 87 174 3 41 432

計 1,899 1,126 1,179 658 321 987 711 1,140 31 128 3,115

高台に宅地 高台に道路 避難路整備 堤防強化 津波避難ビル 安全な避難所 連絡体制 防災意識 その他 無回答 回答者数

全壊・半壊 69.8% 33.8% 40.3% 25.1% 10.6% 32.6% 22.9% 31.1% 0.8% 1.5% 100.0%

床上・床下浸水 58.4% 37.9% 40.9% 20.4% 11.2% 38.3% 25.3% 36.1% 2.6% 1.1% 100.0%

被害なし 55.0% 36.6% 35.7% 19.5% 9.2% 31.9% 23.2% 40.7% 1.0% 5.3% 100.0%

無回答 55.6% 40.3% 35.4% 15.3% 12.3% 24.5% 20.1% 40.3% 0.7% 9.5% 100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高台に宅地

高台に道路

避難路整備

堤防強化

津波避難ビル

安全な避難所

連絡体制

防災意識

その他

無回答

全壊・半壊

床上・床下浸水

被害なし

無回答


